
  

資料１－６ 
広域通信エリアを確保するための沿岸漁業用 
海岸局に必要な技術的条件に関する調査検討 

調査検討の進め方 

平成２５年７月４日

広域通信エリアを確保するための沿岸漁業用海岸局
に必要な技術的条件に関する調査検討会事務局 



空中線電力 1W  
空中線利得2.14dBi 

空中線電力 ○W  
空中線利得 ○dBi 

赤色：被災した海岸局で未復旧 
黄色：被災したが仮復旧 

防災機関 

情報の一斉伝達 

広域エリアをカバー 

海岸局間 
のネットワーク 

広域通信エリア対応漁業用海岸局展開イメージ 

広域通信エリアを確保するための沿岸漁業用海岸局に必要な技術的条件に関する調査検討概要 

実施期間等 

広域通信エリアに対応した沿岸漁業用海岸局を構築するために必要な技術的条件を検討。また、漁船か
らの遭難通信等の通信確保や災害等の非常時における一斉同報伝達に適したネットワーク構成を検討 

目  的 

沿岸漁業用海岸局の最適配置及び通信エリアの広域化を図るために必要な技術的条件について調
査検討を行い、東日本大震災で被災した宮城県内の沿岸漁業用海岸局の復興を支援。 

実施期間：平成25年度 
請負事業者：株式会社 三菱総合研究所 

実施内容 

１ 



８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ７月 ３月 

第１回会合 第２回会合 第３回会合 最終会合 

実証試験等 

技術試験 

試験結果の 
整理・考察等 

報告書取り
まとめ 

情報伝送ネットワークの検討 

第４回会合 

試験項目等の検討等 調査検討の進め方 

調査検討会スケジュール 

・平成２４年 ７月４日   第１回会合 （調査検討の進め方、スケジュール等） 
・  〃    ９月     第２回会合 （システム設計、試験項目及び方法の検討） 
・  〃   １１月     第３回会合 （実証試験、情報伝送ネットワークの検討） 
・平成２５年 ２月       第４回会合 （実証試験結果及び情報伝送ネットワークの検討結果の整理・考察） 
・  〃    ３月     第５回会合 （報告書取りまとめ） 

調査検討の概要（スケジュール） ２ 



調査検討の具体的内容 

②技術検討 
 ・陸上からの必要通信距離を調査して操業エリアマップを作成 
 ・必要通信距離における所要受信許容入値を算出 
 ・所要受信入力電界値を満足するための広域海岸局用無線システムの机上設計 
 ・机上検討に基づく広域海岸局無線システム諸元の作成 
 ・机上設計及びシステム諸元から海岸局の配置等のシミュレーション 
 ・シミュレーションに基づく条件における検証のための実証試験 
  （海岸局⇒船舶局、船舶局⇒海岸局） 
 ・机上検討と実証試験との比較。 
 ・検討結果を踏まえた広域海岸局無線システム緒元の修正 
 ・隣接県無線局との干渉検討（必要な場合に限る。） 
 ・広域海岸局無線システム諸元を実現するために必要な法令等の改正項目を整理 
 ・遭難、緊急、安全及び非常時の迅速な情報伝達体制のモデル提案と作成   

①調査検討 
 ・広域通信エリアについての検討 
 ・広域海岸局無線システムの技術的課題等について技術検討結果を踏まえつつ検討 
 ・効率的な海岸局の配置についての検討 
 ・遭難、緊急、安全及び非常時の迅速な情報伝達体制の検討 
 （ランニングコストがかからない無線を使用したネットワーク化、夜間聴守のためのシステムなど） 

３ 調査検討の主な実施項目 



４ 技術検討の主な流れ（イメージ） 

漁船操業エリア
マップ作成 

漁業関係者への調査等 

エリアマップでの最遠距離
において通信可能な電界
値（許容入力値）を算出 

通達距離を導出 

無線システムの設計 

無線システムの緒元作成 

周波数    ・・・・MHz 
空中線電力 ・・・W 
空中線利得 ・・・dBi 
給電線損失 ・・・dB 

・ 
・ 
・ 

海岸局の配置案検討 
（シミュレーションの実施） 
無線システムの緒元に基づき広域
通信エリアをカバーするために最適
な海岸局の配置モデルの検討 

実証試験においてシミュ
レーション結果の検証 

漁業関係者からの意見 

他の無線局と
の干渉検討 

広域通信エリア海岸局の技術的検討 

実証試験結果とりまとめ 
必要技術的条件の整理 

漁業関係者からの意見 

・災害時の情報伝達 
・遭難等の聴守体制 
・ネットワーク手法 etc 

必要な情報
の伝達ごとに
モデル作成 

・ランニングコスト 
・ネットワークモデルでの課題 
 （ネットワーク回線の構築、
制度的制約） 
・利便性 etc   

情報伝送ネットワークの検討 



５  

【変調度】（無線設備規則第４０条） 

第２項 
海上移動業務又は海上無線航行業務の無線局の使用するＡ３Ｅ電波又はＨ３Ｅ電波の変調度はマイクロホンへの通常の音声強度（50ホ
ン準とする。）において70パーセント以上でなければならない。 
第３項 
海上移動業務又は海上無線航行業務の無線局のＡ３Ｅ電波を使用する変調装置の総合歪及び雑音は1,000ヘルツの周波数で70パーセ
ント変調をしたとき、当該装置の全出力とその中に含まれる不要成分との比が20デシベル以上でなければならない。  
第４項 
前項の送信装置の総合周波数特性は、350ヘルツら2,700ヘルツで変調周波数において、６デシベル以上変化しないものでなければなら
ない。ただし、これに達しうる効果と同等以上の効果を上げる性能を有すると認められる場合は、この限りでない。  
第５項 
第３項及び第４項の場合において、変調周波数は、マイクロホンの出力端子に加えるものとする。 

項  目 根拠条文 内    容 

周波数許容偏差 無線設備規則第５条別表第１号 20Hz以下 

占有周波数帯域幅 無線設備規則第５条別表第２号 6KHz 

帯域外領域におけるスプリアス発射
の強度 の許容値（線設備規則 

無線設備規則第７条別表第３号 
 

50mW以下であり、かつ、基本周波数の平均電力
40dB低い値 

スプリアス領域における不要発射の
強度の許容値 

無線設備規則第７条別表第３号 
 

50W以下 50μW以下 

空中線電力の許容値 無線設備規則第１４条 上限 10%以下、下限20%未満 

１ 省令 

【電波の質】 

【参考】 ２７ＭＨｚ帯１ＷＤＳＢ無線設備の技術的条件等



２７ＭＨｚ帯１ＷＤＳＢ無線設備の技術的条件等 

２ 訓令 

【周波数の切り替え】（無線設備規則第４２条） 
海岸局又は船舶局の無線電信又は無線電話は、送信装置又は受信装置の１ごとに、５秒以内に周波数の切替えを行うことができるもの
でなければならない。ただし、4MHzから28MHzまでの間における1MHz以上離れた周波数相互の切り替えについては15秒とする。 
  

【受信装置の条件】（無線設備規則第４５条） 
第１項 
船舶局の主受信装置であって、1,606.5kHzを超え28,000MHz以下の周波数の電波を使用するものは出来る限り、その通過帯域幅は、
6kHz以下であって、かつ、通過帯域幅の外における減衰は、その通過帯域の制限値から30デシベル下がった周波数までは、毎キロ３デ
シベル以上でなければならない。 
  
第２項 
海上移動業務の無線局のＡ３Ｅ電波を受信する装置であって、秘匿性を有する通信を行うものは、総務大臣が別に告示（平成24年総務
省告示第124号）する技術的条件に適合するものでなければならない。 

【参考】 ６ 

電波法関係審査基準（平成13年１月６日総務省訓令第67号） 

【地域周波数割当計画策定基準】 

 空中線電力 １Ｗ 

【目的別審査基準】 

◎主な項目 
 ・最低所有空中線電力 Ａ３Ｅ、Ｈ３Ｅ 20dBμV/m その他 17dBμV/m 
 ・Ｓ／Ｎ基準 入力21dB  出力15dB 
 ・空中線は垂直偏波が原則 
 ・ＤＳＷＲ 20% 
 ・空中線輻射能率   
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